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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの通信ネットワークへ接続されているピア間におけるピア・ツー・ピア
モードでのデータの送信を管理する方法であって、夫々の送信が、選択された相互関係メ
カニズムに従って、ピアによって他のピアからの要求の受信の後に行われる方法において
、
　ピアが、少なくとも２つの異なる優先レベルの組から選択される第１の優先レベルＸｋ

に従って、Ｎ個のデータブロックを他のピアから受信したい場合に、前記組から選択され
る第２の優先レベルＸｋ’に従って、少なくとも１つの他のピアへ送信すべきデータブロ
ックの数Ｍと等しい交換価値を当該ピアへ割り当てるステップを有し、
　ＭはＮ×ｍｋｋ’と等しく、ｍｋｋ’は、選択された前記第１の優先レベルＸｋ及び前
記第２の優先レベルＸｋ’の所定の価値関数である、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ティット・フォー・タットタイプの相互関係メカニズムの存在下で、前記交換価値は、
前記Ｎ個のデータブロックを受信したい前記ピアが、選択された前記第１の優先レベルＸ

ｋに従う前記Ｎ個のデータブロックの受信と引き替えに、選択された前記第２の優先レベ
ルＸｋ’に従って少なくとも１つの他のピアへ送信すべきであるデータブロックの数Ｍと
等しい、ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　夫々のピアが、データの送信に関して自身の挙動に従って時間とともに変化する仮想通
貨又は信頼値と関連付けられるところのレピュテーションタイプの相互関係メカニズムの
存在下で、前記交換価値は、選択された前記第１の優先レベルＸｋに従う前記Ｎ個のデー
タブロックの受信と引き替えに、前記仮想通貨又は信頼値から減じられる、ことを特徴と
する請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記組は、少なくとも、１つの高優先レベルＸ１、１つの通常優先レベルＸ２及び１つ
の低優先レベルＸ３を有する、ことを特徴とする請求項１乃至３のうちいずれか一項記載
の方法。
【請求項５】
　前記組は、更に、データサーバによるデータブロックの送信と関連付けられる付加的な
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優先レベルＸ４を有する、ことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記付加的な優先レベルＸ４に従ってＮ個のデータブロックを自身へ送信するよう前記
データサーバに要求するピアの要求の場合に、前記データサーバは、前記Ｎ個のデータブ
ロックの送信を要求する前記ピアが、前記通信ネットワークへ接続されている通信設備の
所定のアイテムへデータを予め送信している場合にのみ、前記Ｎ個のデータブロックの送
信を進める、ことを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記通信設備は、前記通信ネットワークへ接続される他のピア、前記データサーバ及び
専用のサーバを含む群から選択される、ことを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも１つの通信ネットワークへ接続されているピアに対するピア・ツー・ピアモ
ードでのデータの送信を管理する装置であって、夫々の送信が、選択された相互関係メカ
ニズムに従って、前記ピアによって他のピアからの要求の受信の後に行われる装置におい
て、
　前記ピアが、少なくとも２つの異なる優先レベルの組から選択される第１の優先レベル
Ｘｋに従って、Ｎ個のデータブロックを他のピアから受信したい場合に、前記組から選択
される第２の優先レベルＸｋ’に従って、少なくとも１つの他のピアへ送信すべきデータ
ブロックの数Ｍと等しい交換価値を当該ピアへ割り当てるよう配置され、
　ＭはＮ×ｍｋｋ’と等しく、ｍｋｋ’は、選択された前記第１の優先レベルＸｋ及び前
記第２の優先レベルＸｋ’の所定の価値関数である、ことを特徴とする装置。
【請求項９】
　少なくとも１つのピア・ツー・ピアタイプの通信アプリケーションを有するピアであっ
て、
　請求項８記載の、ピア・ツー・ピアモードでのデータの送信を管理する装置を更に有す
る、ことを特徴とするピア。
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